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形を概観すると、北～南に伸びる東山丘陵の南部で
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世界ジオパークをめざす糸魚川
－地質災害と防災教育のフィールドとしての活用－

竹之内  耕，宮島　宏，茨木　洋介（糸魚川市ジオパーク推進室）
Ko TAKENOUCHI, Hiroshi MIYAJIMA, Yousuke IBARAKI (Geopark Promotion Office, Itoigawa City)

キーワード：ジオパーク，地質災害，防災教育
Keywords:Geopark, Geologic hazard, Disaster prevention

Itoigawa aiming to be the Global Geopark
-use as fields for education of geologic hazards and disaster prevension-

１．ジオパークとは何か
　「ジオパーク」は、単に「地質公園」かというと、
後で述べるように正しくない。「地球や大地を楽し
みながら学ぶフィールド公園」とでもいった方が適
切である。ある地域が「ジオパーク」と名乗るため
には、審査に合格する必要がある。審査があるとい
うことは、ジオパークになるための基準がある。こ
の基準を定めているのが、ユネスコ（国連教育科学
文化機関）が支援する「世界ジオパークネットワー
ク（以下、GGN）」である。また、それぞれの国は、
事情に合わせてGGN基準に比べてゆるやかな基準を
もっていることがある。ヨーロッパ諸国は、ヨー
ロッパジオパークネットワークとしての基準がある
し、日本の場合、「日本ジオパーク委員会」が日本
基準を設けている。

２．ジオパークの二つの格付け
　ジオパークには、二つの格付けがある。一つは、
国内の基準を満たした「国内ジオパーク」、もう一
つは、GGNの基準を満たした「世界ジオパーク」で
ある。世界ジオパークは、現在、18ヶ国に57地域
あるが、日本にはまだない。
　日本では、昨年12月、日本ジオパーク委員会が
日本基準を満たした「日本ジオパーク」を7地域発
表した。洞爺湖有珠山（北海道）、アポイ岳（北海
道）、糸魚川（新潟県）、南アルプス（中央構造線）
（長野県）、山陰海岸（京都府・兵庫県・鳥取県）、室
戸（高知県）、島原半島（長崎県）である。また、そ
れに先立つ10月に、洞爺湖有珠山、糸魚川、島原
半島の 3 地域を世界ジオパーク候補として推薦し
た。これらの地域は、昨年12月にGGN に加盟申請
書を提出した。夏ころに現地調査を受け、秋には日

本最初の世界ジオパークが誕生する予定である。世
界ジオパークになるということは、GGNの一員とな
ることである。GGNは、会議やワークショップを開
催して各地域の交流を行い、ジオパークの質の向上
と数の拡大に取り組んでいる。

３．ジオパークはどんな公園なのか
　ジオパークは、ユネスコの職員だったヴォルフガ
ング　エーダー氏（ドイツの地質学者）が発案者の
一人らしい。もともと地すべりの専門家で日本にも
来られたことがあるし、糸魚川にも立ち寄られたこ
とがある。エーダー氏のジオパークに関する報告や
彼から聞いたことを総合すると発案理由は以下のよ
うなものになる。
　世界の人々にジオ（地球や大地）にもっと興味を
持ってほしい。ジオが人類の生存に関わるもっとも
基本的な事柄だからである。ただ、教科書的にジオ
を普及しても、人々は受け入れてくれない。だった
ら、ジオに振り向いてくれるよう、仕掛けをつくれ
ばよい。たくさんの扉を用意して、ジオの世界に
入っていけるように。
　GGNが定めた世界ジオパークになるための基準を
整理して示すと以下のようになる。
・優れた大地（地形・地質）の遺産があること。
・その他の自然遺産（動植物）や文化遺産（歴
史・産業・食など）があること（→これがジオ
にいざなう扉となる。多くがジオに関連付けら
れるので。）

・ジオパークの明確なエリアをもつこと。
・博物館（ビジターセンター）があって、教育活
動を行っていること。

・野外には、自然観察路があり、解説板やガイ
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ドブック、マップ、リーフレットがあって、来
訪者が理解しやすい状態になっていること。

・現地にガイドがいて、ツアーを行うこと。
（→対話をしながら説明すると理解が格段にす
すむ）

・ジオパークを将来にわたって運営していけるよ
う、組織・財政計画がしっかりしていること。
（→「持続可能」を要請）
・運営組織には、市民、観光、農業、教育、水産、
大学、自治体、会社などさまざまな人たちが参
画していること。

・ジオパークをしっかり運営して地域経済の振興
をはかること。（→「持続可能」を要請）

・大地の遺産、その他の自然遺産、文化遺産は法
によって確実に保護すること。（→「持続可能」
を要請）

　このような仕掛けのもとに、ジオパークは、知ら
ず知らずのうちに、楽しみながら、ジオのことに気
づいていく公園であり、単に「地質公園」と表現で
きない理由はここにある。

４．糸魚川ジオパークの特徴
　糸魚川ジオパークを糸魚川－静岡構造線が通過す
ることによって、西側の西南日本内帯と東側の
フォッサマグナの対照が明瞭である。地質年代幅は
5億年以上におよび、大陸時代も含めて島弧の主要
な形成過程を示すことができる。まさに、糸魚川
は、「地質のデパート」といえる。
　この多様なジオをわかりやすく来訪者に示すため
に、テーマをもった24のジオサイトを準備してい
る。糸魚川ジオパークの中にジオサイトがあり、ジ
オサイトの中にいくつかの見学地がある、という構
造をもっている。
　
５．地質災害を知るテーマパーク
　糸魚川は、多種多様な地質と複雑な地質構造、さ
らに第四紀以降の隆起運動によって、地質災害が多
い。地すべり、崩落、土石流、火山災害などがあり、
そのタイプも豊富である。
　災害がテーマのジオサイトを以下に2例あげる。

（１）月不見の池ジオサイト
　泥岩の上に、火山岩が乗っており（いずれも鮮新
統）、隆起運動によって、巨大なクリープ型地すべ
りが生じた。滑落崖、移動地塊（長径1km以上）、巨
礫集積地などの地すべり地形が明瞭である。
　すべり面を流下した地下水は、巨礫集積地で湧水
となり、いくつかの池を形成した。湧水により、縄
文集落が形成され、現在は飲料水や山葵栽培に利用
されている。地すべり斜面は、棚田に利用され、巨
礫集積地は、「八十八ヶ所（88体の石仏めぐり）」と
して信仰の対象となっている。地すべりによる里山
景観がここに現れている。
（２）姫川渓谷ジオサイト（大糸線による）
　中・古生界からなる大隆起山地を刻んで流れる姫
川は、大量の土砂が通過して深いＶ字谷を形成して
いる。中・古生界は断層や節理が発達して脆弱であ
る。姫川渓谷は、年間4～5mmの速度で隆起してい
るため、崩壊や地すべり、土石流が多発し、河川の
土砂生産量が極めて大きい。このため、大きな降水
量があると、たちまち堆積した土砂を巻き込んで土
石流が発生する。
　姫川渓谷では、様々なスケールの地すべり・崩壊
があり、砂防堰堤がある。渓谷を縫うように走るJR
大糸線（昭和初期に設計）は、トンネルと橋梁を巧
みに駆使して危険な地域を避けている。当時の国鉄
地質技師の考えがしのばれる。

６．ジオパークを防災教育のフィールドに
　人類が持続可能に幸福を享受するためには、自然
災害の克服が不可欠である。人々は、生命と財産を
守るために、災害科学・災害体験談・災害地や大地
の成り立ちなど、知識とフィールドが結びついた総
合的な防災教育を身につけることが求められている。
　糸魚川ジオパークは、古い変動帯と新しい変動帯
の地質遺産をもっている。古い変動帯で地質現象を
学び、新しい変動、すなわち自然災害を見ること
で、自然災害は、長い歴史の中の一地質過程である
ことを知ることができる。
　ジオパークは、災害を切り口としてジオを伝え、
防災教育のフィールドとして人々の地学リテラシー
の向上に大きく貢献できると考えられる。
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2004年新潟県中越地震で発生した東竹沢地すべり（上）と地すべりダムによって水没した木籠集落（下）（長岡市山古志）
丸井英明氏提供
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